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1. 1. ＥＴＣの現状ＥＴＣの現状
1) 1) 車載器の普及車載器の普及

ＥＴＣ車載器セットアップ台数が４００万台突破（2004年１０月末）
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1. 1. ＥＴＣの現状ＥＴＣの現状
2) 2) 利用率の状況利用率の状況

2004年１０月末現在のＥＴＣ利用率は２２．０％
2005年春に５０％、2006年春に７０％を目標
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首都高速道路　本線料金所（全18料金所）
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1. 1. ＥＴＣの現状ＥＴＣの現状
3) 3) ＥＴＣの効果（渋滞解消）ＥＴＣの効果（渋滞解消）

ＥＴＣの普及にともない、
・首都高速道路の本線料金所では、渋滞が半減。
・お盆のピーク時でも、渋滞が約３５％減少。
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330万台合計

阪神公団による料金還元を実施。（17年3月末受付開始）25万台

首都公団により、新たに車載器を購入した50万台に対し、
料金還元を実施。（10月受付開始）50万台

ＪＨにより、新たに車載器を購入し、一般利用者向けの利
用頻度に応じた割引（マイレージ割引制度）に申し込まれ
た方100万台に対し料金還元を実施。（17年3月末受付開
始）

100万台

新たに車載器を購入し、ＪＨの別納割引に代わるＥＴＣによ
る新たな大口・多頻度割引へ申し込んだ方に対し、料金還
元を実施。（10月受付開始）

・現行別納制度の契約をされている方50万台、それ以外
の新規申込50万台を対象。計100万台。

100万台

料金還元

（高速道路の利用料
　金から最大5,000円
　分を還元）

ＪＨによる購入支援。（11月から実施）30万台

スマートＩＣの導入に伴い秋以降順次支援開始10万台

阪神公団による購入支援。2.2万台は６月に実施済み。残
り12.8万台を9月から実施。15万台

車載器購入支援

（ＥＴＣの購入に際
　し5,000円を割引）

台数H16年度普及促進策

2. 2. ＥＴＣ普及促進策ＥＴＣ普及促進策
1)1)車載器購入費用軽減・料金還元車載器購入費用軽減・料金還元
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（実施中）
１．ＥＴＣ前払割引
２．時間帯割引（JH高速深夜割引（H16.11.1～））
３．首都高速道路における夜間割引社会実験（H16.4.27～H17.3.31）
４．本州四国連絡道路ＥＴＣ特別割引
５．首都高速道路・阪神高速道路における環境ロードプライシング
６．東京湾アクアラインＥＴＣ割引
７．首都高速ＥＴＣ特定料金区間

（今後実施予定）
１．時間帯割引（JH高速の通勤割引・早朝夜間割引 （H17.1.11～））
２．マイレージ割引（マイレージ割引、大口・多頻度割引（H17.4.1～））

2. 2. ＥＴＣ普及促進策ＥＴＣ普及促進策
2) 2) ＥＴＣ利用者を対象とした割引ＥＴＣ利用者を対象とした割引
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・ 時間帯割引（JH高速の通勤割引・早朝夜間割引 （H17.1.11～））
・ マイレージ割引（マイレージ割引、大口・多頻度割引（H17.4.1～））

2. 2. ＥＴＣ普及促進策ＥＴＣ普及促進策
3) 3) 今後実施予定の割引施策今後実施予定の割引施策

１０月 １１月 １２月 Ｈ１７年１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

時間帯割引

マイレージ割引

深夜割引（H16.11.1より実施中）

通勤割引（H17.1.11より地方部で実施）

早朝夜間割引（H17.1.11より大都市部で実施）

　　マイレージ割引　　
　（H17.4.1より実施）

　大口・多頻度割引　　
（H17.4.1より実施）

カード発行・登録手続き

受付開始
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従来の有料道路IC（トランペット型） スマートIC（ダイヤモンド型）

【課題・背景】

○平均IC間隔：日本約10km⇔欧米諸国（無料）4～5km

　原因：①料金徴収の人件費が必要

　　　　 ②建設費が多額（料金徴収経費を抑制するため施設集約が必要）

○高速が通過する916市町村中、約４割の363市町村にＩＣ無し

スマートIC（ETC専用IC）の整備により、建設・管理コストが削減可能。

⇒追加ＩＣの整備を促進し、高速道路の有効活用、地域の活

性化を推進

3. 3. ＥＴＣの進展ＥＴＣの進展
1) 1) 都市間高速都市間高速
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発進制御機発進制御機

車線監視カメラ

車両検知器

路側無線装置
（アンテナ）

路側表示器（出口）

通信開始 装置

・2004年10月15日、東名高速道路上郷ＳＡでスマートＩＣ社会実験開始

・今後、全国28箇所で実験予定

3. 3. ＥＴＣの進展ＥＴＣの進展
1) 1) 都市間高速都市間高速

位置図

上郷ＳＡ路側装置イメージ図

試運転の状況写真
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【課題・背景】
○都市高速道路（均一料金）では短距離利用者と長距離利用者の負担の不公平感
が存在。

○特定の箇所で、渋滞が発生（ボトルネック箇所）

○都市内であり、未整備区間の整備に時間が必要

ＥＴＣを活用することにより、
⇒利用距離に応じた料金体系が実現
⇒ボトルネック箇所の回避、未整備区間の乗り継ぎが実現

未整備区間

料金所

出口ＥＴＣ

ボトルネック区間 出口ＥＴＣにより乗
り継ぎがスムーズ

乗り継ぎ制のイメージＡさん宅

Ｂさん宅

目的地

均一料金制では短距離利用者も
長距離利用者も同じ負担額 【出口ＥＴＣの活用イメージ】

3. 3. ＥＴＣの進展ＥＴＣの進展
2) 2) 都市内高速都市内高速


